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　台湾の WTO 加盟は 12 年かかった。1990 年 1 月 1 日に「台、澎、金、馬
関税領域」の名称で GATT に加盟申請を行い、1992 年 9 月に受理された。
1995 年に GATT が WTO に組織替えすると、台湾の申請も WTO 加盟申請
に切り替えられ、1998 年 2 月にはアメリカとの二国間協議を終えた。加盟
までに時間がかかった理由は、WTO 側に中国を先に加盟させる配慮があっ
たためである。2001 年 12 月に中国の加盟が成立すると、2002 年 2 月、台湾





























8	 	柳滔滔・呉燦「台湾精品水果新聞発布会暨品嘗会在京挙行」『南方網　港澳台新聞』2005 年 4
月 14 日、http://www.southcn.com/news/hktwma/gy/200504140138.htm（最終閲覧日：2017





















利益 5% が代理輸入商側の負担となる。これらを概算すると、1 キロあたり
の小売りにかかるコストは、レンブが 152.6 元、マンゴー 120.5 元、パイン
アップル 66.6 元等、生産地（台湾）価格の 2.8－3.8 倍になった 10。
9	 	陳嘉麟「台湾水果在大陸市場競争力分析」『農政與農情』第 157 期、2005 年、http://www.coa.








暴落の救済措置として 2002 年に 13.6 トンが中国へ緊急輸出されたが、2003
年の輸出量は 1200 キログラムに激減しており、2004 年は輸出実績がなかっ
た。市場ベースでみれば、大陸のバナナ市場はフィリピン（74%）、ベトナ
ム（17%）、エクアドル（6%）が占めており、台湾産が安定的な市場を確保





































15 品目の果物は 152 万ドル（前年比 2.58 倍）が輸出され、その金額は対中
果物輸出額（215 万米ドル）を前年比 2.6 倍に押し上げた。しかし、台湾産
果物の輸出総額 3142 万ドルのうち、中国向けは 6.8% に過ぎなかった。蔡
は、台湾農民の長期的な利益を守るには、中国市場のリスクを認識し、中国
との貿易を制度化（ここでは「運用の透明性の確保」を指す）する必要があ
13		行政院大陸委員会「大陸政策文件資料（民国 80 年－97 年）」
	 	https://www.mac.gov.tw/News_Content.aspx?n=AD6908DFDDB62656&sms=161DEBC9EA








董事長）・汪道涵（海峡両岸関係協会（海協会）会長）会談（1998 年 10 月）










2006 年 10 月、http://www.coa.gov.tw/ws.php?id=11927&prunt=Y（最終閲覧日：2017 年 7
月 26 日）。







『上下游』2014 年 10 月 13 日、https://www.newsmarket.com.tw/blog/59009/（最終閲覧日：

















である。2007 年 6 月、陳武雄は、農産品に関わる陳水扁・民進党政権の政
策を批判する一文を国家政策研究会基金会のウェブサイトに発表した 19。
テーマは 2006 年に生産過剰で価格大暴落を引き起こしたバナナと生産者の




ナを指定された場所に運び込んで廃棄処分とし、1 キロあたり 3 元の補助を
18		呉明敏『両岸農業競合―夾縫中的台湾農業』財団法人台湾智庫、2007 年、序文および 17 頁を
参照。
19		陳武雄「政策錯誤造成的農産品生産過剰」『財団法人国家政策研究基金会』2007 年 6 月 15 日、













ナ栽培を促した。その結果、バナナの作付面積は 2005 年の 1 万 500 ヘク
タール余りから 2006 年には 1 万 2177 ヘクタールへ急増し、生産量も 14 万










20		農糧署「農委会推動『農安専案』及香蕉次級品廃棄処理」『新聞與公報』2006 年 10 月 20 日、
https://www.coa.gov.tw/theme_data.php?theme=news&sub_theme=agri&id=2763（最終閲覧









緊急買い付けが有効であることを主張した。2006 年 5 月にバナナ価格が暴
落した時、6 月 6 日に大陸が 200 トンの緊急買い付けを決定し、買い取り価
格は日本への輸出契約価格1キログラム10元よりも高い11.1 元に設定した。
同年 10 月にバナナ価格が再び低迷した際には、中国側が 2000 トンの買い付
けを決定し、第 1 回買い付けを 300 トンとした。この時の買い付け価格は、
高雄産と屏東産が 1 キロ 10 元、台中産が同 12 元であった。この翌日に陳水





ないと述べた。さて、中国による第 3 回目の緊急買い付けは、2007 年 1 月










2012 年 2 月まで、陳武雄が馬英九・国民党政権で農委会主任を務めたこと
は、共産党の恵台政策を円滑に進める条件のひとつとなったと推察される。
３．馬英九政権時代の動向と議論



















































の責任者を 11 月 15 日から 22 日まで招聘した。中華全国供銷合作総社は中
国大陸に 22 万カ所の営業拠点を持ち、2008 年から 2009 年にかけて 1200 ト
ンの柳橙を買い付けた実績があった。2009 年 11 月の招聘では、農漁業品お
よびそれらの加工品について、台北・宜蘭・台中・彰化等の農業団体や企業



















購金額估計達新台幣」『新聞與公報』2009 年 11 月 16 日、http://www.coa.gov.tw/theme_data.






















年に党除名の処分を受けた）は 2009 年の選挙で「南投県産柳橙を 4000 トン
大陸に輸出する」と公約していた。この履行状況に関する質問に対し、陳朝
旺農業処長は、中国市場への輸出が困難な理由について、「大陸には柑橘類
26		徐遵慈「大陸来台採購應納入両岸協商及管理規範」『全球台商 e 焦点』2010 年 7 月 5 日。『全
球台商 e 焦点』は経済部が発行していたが、現在は廃止されており、インターネット上では確
認できない。2021 年 1 月 13 日、出典情報が正しいとの著者からの連絡を得た。






　2010 年 6 月、ECFA の締結を目前にして、台湾ではアーリーハーベスト

















28		「第十七届第二次定期会（2010 年 11 月 8 日至 2010 年 12 月 7 日）単位質詢（三）」『南投県議
会公報』第 63 巻第一期、2011 年 7 月、31-32 頁。
29		農委会（国際処）「18 項農産品列入早収対銷中有実際助益」『行政院農業委員会全球資訊網』
新聞與公報、2010 年 6 月 24 日、https://www.coa.gov.tw/theme_data.php?theme=news&sub_






　ECFA 開始後 1 年余りが経った 2011 年 11 月、農委会は、いわゆる「恵
台政策」によって対中農産物輸出が増加しているという評価を発表した。そ
れによると、両岸航空直行便の開通、農産品検疫検査協力協議、ECFA 等
により、台湾農産品の対中輸出は 2011 年 1 － 10 月に前年同期比で 26% 成
長した。アーリーハーベストに指定された 18 品目だけをとってみると、輸
出は 1 万 4242 トン（前年同期比 91% 増加）、9570 万米ドル（同 154% 増加）
であった。パインアップル・文心蘭・茶葉・サバヒ・スズキ・ハタ等の対中
輸出は 50% 以上伸びた。果物輸出は 8302 トン、847 万米ドルに達し、これ








　2012 年 6 月の成果報告においても、農委会は ECFA が台湾産農産物の対
30		「香蕉茶葉活魚 18 農産免税―列早収　果農喜　茶農憂大陸貨傾台」『蘋果日報』2010 年 6 月 25
日、https://tw.appledaily.com/headline/daily/20100625/32613196（最終閲覧日 2017 年 11 月 4
日）。
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委 員 会 全 球 資 訊 網 』 新 聞 與 公 報、2011 年 11 月 25 日、https://coa.gov.tw/theme_data.























32		農委会国際処「台湾農産品外銷大陸成長 15％，18 項 ECFA 早収産品成長 50％充分展現
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　2020 年 6 月、農委会の陳吉仲主任は、発効後 10 年を迎えた ECFA につ
いて、農産物 18 品目のアーリーハーベストが抱える課題について語った。
34		呂政璋「台湾水果的哀愁與喜楽！」『風伝媒』2016 年 2 月 7 日、https://www.storm.mg/
article/80981?mode=whole（最終閲覧日：2020 年 9 月 10 日）。
35		「農業委員会が『新南向農業』を推進、4 カ国と協力へ」『Taiwan	Today』2016 年 12 月 9 日、







ば、檸檬は 10%、柳橙は 20% の関税がかかっていた。文心蘭（切り花）に
ついても、最大の輸出先は日本であるが、輸出先第 2 位は中国である。蘭が









　例えば、2019 年 2 月に報じられた林志成（高雄県のパインアップル貿易
商）の談によると、馬英九と謝龍介台南市議員（国民党籍）の働きかけによ
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2019 年 1 月初めに台南市農漁業関係者 18 名を率いて広東省を訪問し、百果
園董事長と面会し、パインアップルや文旦の買い付けを協議した。帰台後は
「大陸行拓銷台南農漁産説明会」を開催し、百果園の買い付け実績（コンテ
ナ数）が、2015 年 400 個、2016 年 799 個、2017 年 1050 個、2018 年 1450
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台湾の対中果物輸出に関する国内議論の考察
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台政策が投票行動に結びついたかどうかは別の問題であり、ここでは議論し
ない。
　別の立場に立つ人々は、農産物の対中輸出は恵台政策の一部であり、共産
党政権による統一戦線に台湾農民を巻き込むものであるとみなして反対し
た。この立場に立つ人々は、中国との経済関係を発展させることに慎重、も
しくは否定的でさえあるが、反中の理由については必ずしもはっきりしな
い。
　多くの意見は二つの立場の中間にあり、台湾産農産物の対中免税輸出品目
や ECFA を恵台政策、つまり政治的な意図を持った政策であることを認識
しているが、農産物の対中輸出に反対することはないという立場をとる。農
委会関係者は農民の所得安定や農業の発展を目指す組織の目的を優先させる
傾向があった。大陸委員会関係者は、共産党の統一戦線に対する警戒をのぞ
かせながらも、農民の利益のためには農産物の対中貿易拡大はやむなしと結
論づけた。
　この中間的な見解に加えて、果物の対中輸出を促進した馬英九政権の下
で、中国市場への過度な依存に対する警告が農業専門家や関係部門から発せ
られていたことは興味深い。少なくとも農政官僚や農産物輸出に携わる関係
者は、果物輸出市場の多元化を合理的な政策選択肢として認識していたので
はないか。本稿の議論を手懸りとして、今後の研究では、農産物輸出の政策
合理性がどのように設定されていったのか、また生産者は政策をどのように
受け止め、関与していったのかについて考察を深めたい。
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